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は
じ
め
に

民
俗
芸
能
の
調
査
は
、
文
献
史
学
的
な
手
法
に
よ
る
芸
能
の
古
体
や
ル
ー
ツ
を
探
る
も
の
で
あ
れ
、
経
過
観
察
的
な
手
法
に
よ
る
芸
態

や
背
景
を
探
る
も
の
で
あ
れ
、
芸
能
の
実
態
に
つ
い
て
調
査
者
が
ど
の
よ
う
な
視
点
で
、
捉
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
と
い
う
点
が
ポ
イ

ン
ト
で
あ
る
。

平
成
一
四
年
一
一
月
、
筆
者
は
、
東
北
地
方
の
掛
け
歌
を
調
査
す
る
過
程
で
、
民
謡
の
歌
い
手
で
あ
り
、
地
域
の
歌
の
発
掘
や
伝
承
に

係
わ
っ
て
き
た
一
伝
承
者
と
お
会
い
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
こ
で
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
た
も
の
は
、
暮
ら
し
や
作
業
に
伴
う
掛
け
声
や

戯
れ
歌
で
は
な
く
、
伴
奏
や
合
い
の
手
を
伴
う
芸
謡
化
さ
れ
た
、
聞
き
栄
え
の
す
る
歌
と
声
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
歌
に
か
け
る
想
い
や

伝
承
に
費
や
す
思
い
は
、
調
査
者
を
圧
倒
す
る
力
強
さ
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
歌
い
手
で
あ
る
こ
と
、
歌
の
発
表
の
機
会
を
も
つ
こ
と
、
歌
の
後
継
者
を
育
成
す
る
こ
と
な
ど
は
、
活
動
の
組
織
化
や
全
国
的

な
組
織
と
の
繋
が
り
を
持
っ
て
い
く
こ
と
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
組
織
と
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
内
容
と
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
か
と

い
う
点
と
、
そ
の
役
割
の
一
部
と
重
複
す
る
、
一
九
八
〇
年
代
に
全
国
規
模
で
行
わ
れ
た
民
謡
調
査
の
収
集
と
結
果
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
な
総
括
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
、
筆
者
は
関
心
を
抱
い
た
。

こ
こ
で
は
、
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
「
民
謡
の
担
い
手
と
歌
の
伝
承
」「
日
本
民
謡
協
会
の
役
割
と
民
謡
民
舞
の
発
展
」「
県
別
民
謡
緊
急

調
査
の
成
果
と
課
題
」
に
つ
い
て
述
べ
る
。

一
　
民
謡
の
担
い
手
と
歌
の
伝
承

民
謡
の
担
い
手
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福
島
県
い
わ
き
市
在
住
の
坂
脇
尚
基
氏
は
、
大
正
一
四
年
、
福
島
県
相
馬
市
飯
豊
大
字
岩
の
子
宝
迫
に
生
ま
れ
た
。
歌
好
き
な
母
や
兄

の
影
響
を
受
け
、
小
さ
い
と
き
か
ら
歌
う
こ
と
が
好
き
だ
っ
た
と
い
う
。
昭
和
一
五
年
か
ら
二
一
年
ま
で
、
東
京
の
中
野
で
洋
服
の
仕
立

て
を
修
業
し
、
二
一
年
に
相
馬
に
戻
っ
た
。
こ
の
と
き
、
相
馬
民
謡
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
堀
内
秀
之
進
の
弟
子
と
な
り
、「
北
方
二
遍
返

し
」
と
「
相
馬
流
れ
山
」
の
二
曲
を
徹
底
的
に
教
え
ら
れ
た
。
堀
内
秀
之
進
の
後
継
者
と
な
っ
た
杉
本
栄
夫
か
ら
も
相
馬
民
謡
（
堀
内
流
）

の
指
導
を
う
け
た
。
こ
う
し
た
指
導
は
、
当
時
、
鹿
島
・
原
ノ
町
・
浪
江
な
ど
県
内
の
南
方
民
謡
が
全
盛
期
で
、
松
田
タ
ケ
、
荒
フ
ヨ
と

い
っ
た
歌
い
手
も
い
た
の
で
、
相
馬
民
謡
を
確
立
し
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
。

昭
和
二
八
年
、
い
わ
き
に
居
を
移
し
、
盆
踊
り
で
「
相
馬
盆
唄
」
を
歌
っ
た
と
こ
ろ
、
地
域
の
踊
り
と
合
わ
な
い
こ
と
や
、
地
元
に

「
め
で
た
」
と
い
う
祝
い
歌
が
あ
る
の
を
知
っ
た
。「
い
わ
き
に
は
民
謡
が
な
い
と
思
っ
て
い
た
が
、
地
元
に
は
地
元
の
歌
が
あ
る
こ
と
を

知
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
」
と
い
う
。
そ
の
後
、
内
郷
・
平
・
植
田
を
歩
き
、「
じ
ゃ
ん
が
ら
」「
山
田
や
っ
こ
」「
盆
唄
」
な
ど
を
知
り

覚
え
た
と
い
う
。

昭
和
三
三
年
、
小
名
浜
に
居
を
構
え
、
民
謡
の
発
掘
、
普
及
に
携
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
昭
和
三
〇
年
代
は
、
多
く
の
の
ど
自
慢
や
民

謡
大
会
に
出
場
し
、
成
果
を
披
露
し
て
い
く
よ
う
に
な
っ
た
。
四
一
年
の
郷
土
芸
能
研
究
会
主
催
「
み
ち
の
く
民
謡
大
会
」（
プ
ロ
グ
ラ

ム
『
第
三
回
み
ち
の
く
民
謡
の
つ
ど
い
』
東
京
九
段
会
館
）
で
、
自
ら
発
掘
し
た
「
酒
屋
唄
」「
草
刈
唄
」「
ハ
ッ
パ
節
」
を
歌
い
、
町
田

佳
聲
・
竹
内
勉
氏
に
注
目
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
い
わ
き
民
謡
が
全
国
的
に
知
ら
れ
る
き
っ
か
け
と
も
な
っ
た
。

四
〇
年
代
後
半
に
な
る
と
「
い
わ
き
民
謡
保
存
会
」（
当
初
は
二
五
名
、
現
在
は
一
七
名
）
が
発
足
し
た
。
ま
た
、
坂
脇
氏
自
身
は
、

四
九
年
の
一
年
間
、『
い
わ
き
民
報
』
に
「
い
わ
き
の
民
謡
」
を
連
載
し
、
一
八
曲
の
歌
を
発
表
し
た
り
、
五
〇
年
に
は
、
ク
ラ
ウ
ン
レ

コ
ー
ド
か
ら
「
い
わ
き
民
謡
」
一
六
曲
を
レ
コ
ー
ド
化
し
た
り
し
た
。

さ
ら
に
「
い
わ
き
民
謡
保
存
会
」
な
ど
一
〇
団
体
が
「
い
わ
き
民
謡
保
存
会
連
合
会
」
を
組
織
し
た
。
五
〇
年
に
は
、
第
七
回
い
わ
き

市
民
文
化
祭
に
「
い
わ
き
民
謡
保
存
会
連
合
会
　
第
一
回
民
謡
研
究
発
表
会
」（
い
わ
き
市
文
化
セ
ン
タ
ー
）
と
し
て
参
加
し
て
い
る
。
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二
年
後
の
五
二
年
に
は
、「
第
一
回
い
わ
き
め
で
た
コ
ン
ク
ー
ル
大
会
、
第
二
回
民
謡
研
究
発
表
会
」（
磐
城
市
民
会
館
）、
五
六
年
に
は
、

「
第
二
回
い
わ
き
市
制
施
行
一
五
周
年
記
念
い
わ
き
民
謡
大
賞
」（
小
名
浜
市
民
会
館
）
が
催
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
会
の
名
目
は
そ
の

年
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
る
が
、「
い
わ
き
民
謡
大
賞
全
国
大
会
」
は
平
成
九
年
に
は
第
一
八
回
と
な
っ
た
。

平
成
一
一
年
一
一
月
七
日
に
行
わ
れ
た
「
坂
脇
尚
基
五
〇
周
年
記
念
講
演
　
民
謡
人
す
じ
」（
平
市
民
会
館
）
で
は
、
発
表
会
の
「
第

五
幕
　
新
曲
発
表
二
題
」
と
し
て
、
深
山
田
紙
漉
き
唄
が
披
露
さ
れ
て
い
る
。

深
山
田
紙
漉
き
唄
と
歌
の
伝
承

こ
の
「
深
山
田
紙
漉
き
唄
」
は
、
昭
和
六
一
年
に
坂
脇
氏
が
瀬
谷
氏
か
ら
そ
の
歌
詞
を
手
渡
さ
れ
た
も
の
で
、
も
と
も
と
は
、
昭
和
四

〇
年
代
に
瀬
谷
氏
が
京
都
の
紙
漉
き
研
究
家
か
ら
遠
野
の
紙
漉
き
唄
と
し
て
教
わ
っ
た
も
の
だ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
と
き
の
歌
詞
は
、

・
深
山
田
す
き
だ
よ
　
紙
漉
き
い
や
だ
　
夜
詰
め
早
起
き
　
水
仕
事

・
紙
の
儲
け
は
　
カ
ン
ダ
の
よ
う
に
　
み
ん
な
問
屋
の
　
懐
に

・
な
ん
ぼ
い
や
で
も
　
漉
か
ね
ば
な
ら
ぬ
　
い
と
し
妻
子
が
　
居
る
だ
も
の

・
月
は
か
た
む
く
　
夜
は
し
ん
し
ん
と
　
更
け
て
ま
だ
打
つ
　
紙
絹
を

・
好
い
た
二
人
の
　
仲
で
は
な
い
が
　
ど
ん
な
苦
労
も
　
か
ま
や
せ
ぬ

で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、〔
か
ま
や
せ
ぬ→

〕
を
「
い
と
や
せ
ぬ
」
と
い
う
よ
う
に
歌
詞
の
一
部
を
変
え
た
り
、
合
い
の
手
（
掛
け
声
）
を

入
れ
た
り
し
て
、
作
品
と
し
て
整
え
て
い
っ
た
。「
カ
ッ
ポ
　
カ
ッ
ポ
　
カ
ッ
ポ
」
な
ど
三
種
類
の
掛
け
声
は
、
紙
漉
き
の
と
ろ
っ
と
し

た
水
の
様
子
を
表
し
て
い
る
。
平
成
一
一
年
一
月
の
歌
詞
メ
モ
で
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

・
深
山
田
す
き
だ
よ
〔←

い
や
だ
い
や
だ
よ
〕

カ
ッ
ポ
ー
　
カ
ッ
ポ
ー
　
紙
漉
き
な
れ
ど
〔←

紙
漉
き
ゃ
い
や
だ
よ
〕

カ
ッ
ポ

カ
ッ
ポ
　
夜
詰
め
早
起
き
　
カ
ッ
ポ
　
水
仕
事
　
カ
ッ
ポ
　
カ
ッ
ポ
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・
紙
の
儲
け
は
　
カ
ッ
ポ
ー
　
カ
ッ
ポ
ー
　
カ
ン
ダ
の
よ
う
に
　
カ
ッ
ポ
　
カ
ッ
ポ
　
み
ん
な
問
屋
に
　
カ
ッ
ポ
　
し
ぼ
ら
れ
る
　
カ

ッ
ポ
　
カ
ッ
ポ
　

・
い
か
に
つ
ら
く
も
〔←

ど
ん
な
に
苦
し
く
も
〕
カ
ッ
ポ
ー
　
カ
ッ
ポ
ー
　
漉
か
ね
ば
な
ら
ぬ
　
カ
ッ
ポ
　
カ
ッ
ポ
　
か
わ
い
い
妻
子

の
　
カ
ッ
ポ
　
た
め
じ
ゃ
も
の
〔←

生
き
る
た
め
、
暮
ら
す
が
た
め
〕

カ
ッ
ポ
　
カ
ッ
ポ

・
月
は
か
た
む
く
　
カ
ッ
ポ
ー
　
カ
ッ
ポ
ー
　
夜
は
し
ん
し
ん
と
　
カ
ッ
ポ
　
カ
ッ
ポ
　
更
け
て
ま
だ
打
つ
　
カ
ッ
ポ
　
紙
絹
に
〔←

紙
絹
を
〕

カ
ッ
ポ
　
カ
ッ
ポ

こ
の
他
に
、
相
馬
で
は
目
塗
り
節
と
い
っ
て
い
る
「
い
わ
き
左
官
節
」
に
つ
い
て
は
、
中
野
タ
マ
さ
ん
（
現
在
九
四
歳
）
に
よ
る
と
、

合
い
の
手
の
「
ス
テ
マ
カ
サ
ン
シ
ョ
」
は
「
し
て
、
ま
た
お
い
で
く
だ
さ
ん
し
ょ
」
の
意
味
で
、
歌
詞
の
最
後
に
「
土
を
練
る
と
き
ゃ

切
り
藁
入
れ
て
　
練
り
の
加
減
が
　
見
せ
ど
こ
ろ
」
を
脇
坂
氏
が
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。「
い
わ
き
籾
打
ち
唄
」
は
、
歌
詞
が
悲
惨
で

絶
望
的
な
の
で
、
歌
詞
を
加
え
（
作
詞
）
し
て
、
現
在
の
歌
に
整
え
た
と
い
う
。
棟
梁
送
り
の
歌
で
あ
る
「
い
わ
き
矢
送
り
唄
」
は
、
矢

を
天
秤
に
し
て
祝
儀
物
を
担
い
で
帰
っ
て
い
く
棟
梁
の
様
子
を
う
た
っ
た
も
の
で
、
実
際
に
棟
梁
は
酔
っ
て
い
て
も
毅
然
と
し
て
い
た
。

歌
詞
は
そ
れ
を
み
た
だ
け
で
歌
が
わ
か
る
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。

脇
坂
氏
に
よ
る
と
、「
一
度
発
表
し
て
し
ま
う
と
、
歌
が
決
ま
っ
て
し
ま
う
。
元
歌
は
元
歌
で
よ
い
が
、
出
す
に
は
演
出
が
必
要
」「
歌

だ
け
で
は
狭
い
の
で
、
郷
土
芸
能
に
し
て
お
く
と
よ
い
」
と
い
い
、
歌
の
担
い
手
と
し
て
歌
を
発
表
す
る
責
任
と
誇
り
と
が
窺
え
る
。

ま
た
、
こ
の
間
、
弟
子
の
門
馬
妙
子
や
大
平
幸
子
な
ど
が
い
わ
き
民
謡
を
歌
い
、
民
謡
コ
ン
ク
ー
ル
で
最
優
秀
賞
な
ど
を
受
賞
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。
歌
は
直
に
教
え
た
り
、
民
謡
教
室
な
ど
を
通
し
て
指
導
し
た
り
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
さ
ら
に
歌
の
発
表
の
機
会
、
後
継
者
の
育
成
や
活
路
を
期
待
し
、
平
成
一
四
年
二
月
一
日
、「
民
謡
い
わ
き
支
部
」
と
し
て
、

財
団
法
人
日
本
民
謡
協
会
か
ら
支
部
の
認
証
を
受
け
た
。
ち
な
み
に
、
平
成
一
三
年
一
一
月
の
時
点
で
、
こ
の
協
会
の
団
体
数
は
約
一
〇

〇
〇
支
部
、
個
人
会
員
は
約
三
五
〇
〇
〇
人
で
、
福
島
県
に
は
、
県
南
連
合
会
委
員
会
一
三
支
部
、
県
央
連
合
会
委
員
会
一
四
支
部
、
県
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北
連
合
会
委
員
会
一
〇
支
部
が
あ
る
。

二
　
日
本
民
謡
協
会
の
役
割
と
民
謡
民
舞
の
発
展

財
団
法
人
日
本
民
謡
協
会

こ
こ
で
は
す
で
に
周
知
の
団
体
で
あ
る
財
団
法
人
日
本
民
謡
協
会
に
つ
い
て
、
概
略
を
示
し
て
み
た
い
。

日
本
民
謡
協
会
の
沿
革
は
、
昭
和
二
四
年
当
時
、
後
藤
桃
水
の
顕
彰
碑
を
建
て
た
民
謡
を
愛
好
す
る
有
志
に
よ
っ
て
、
昭
和
二
五
年
六

月
二
四
日
に
創
立
さ
れ
、
昭
和
四
〇
年
五
月
一
〇
日
に
財
団
法
人
と
な
っ
た
協
会
で
あ
る
。

発
足
時
に
作
ら
れ
た
会
則
は
、
そ
の
後
の
活
動
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
。
創
立
時
に
民
謡
協
会
発
起
人
会
で
承
認
さ
れ
た
会
則
案
は
、

浦
本
政
三
郎
、
菊
池
淡
水
、
海
部
嘉
章
に
よ
っ
て
草
案
が
作
成
さ
れ
た
も
の
で
、
昭
和
四
〇
年
の
財
団
法
人
化
を
経
て
、
今
日
に
至
る
ま

で
そ
の
基
本
的
な
内
容
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。

そ
の
会
則
は
、
一
、
総
則
　
二
、
組
織
　
三
、
機
関
　
四
、
事
業
　
五
、
会
計
　
六
、
雑
則
か
ら
成
り
、「
一
、
総
則
」
で
は
、「
こ
の

会
は
民
謡
同
好
者
の
全
国
連
絡
機
関
と
な
り
、
民
芸
と
し
て
の
民
謡
を
旺
ん
に
し
、
民
謡
の
向
上
普
及
に
努
め
、
そ
の
総
合
芸
術
化
を
図

り
、
庶
民
文
化
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」
と
し
、「
四
、
事
業
」
で
は
、「
こ
の
会
は
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
左
の

事
業
を
行
う
。
①
研
究
会
及
発
表
会
の
開
催
　
②
支
部
結
成
の
促
進
及
研
究
活
動
の
援
助
　
③
機
関
雑
誌
、
機
関
新
聞
、
民
謡
に
関
す
る

図
書
の
刊
行
　
④
楽
譜
、
練
習
用
レ
コ
ー
ド
の
発
行
　
⑤
指
導
者
の
派
遣
と
会
員
の
出
演
斡
旋
　
⑥
素
人
民
謡
家
の
等
級
審
査
　
⑦
其
他

本
会
の
目
的
に
そ
う
事
業
」
と
し
て
い
る
。

現
在
は
、
目
的
、
組
織
・
運
営
、
活
動
、
認
定
試
験
、
発
掘
民
謡
お
よ
び
新
作
民
謡
募
集
な
ど
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
掲
示
が
あ
る
。

目
的
は
、「
民
謡
民
舞
の
保
存
育
成
お
よ
び
普
及
を
図
り
、
日
本
文
化
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
」
と
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
組
織
は
、
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本
部
、
連
合
会
、
支
部
か
ら
成
り
、
支
部
長
に
よ
っ
て
会
員
（
１
）
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
本
部
に
は
一
一
部
会
「
総
務
部
、
渉
外
部
、
組
織

部
、
広
報
部
、
研
究
部
、
事
業
部
、
普
及
部
、
認
定
部
、
出
版
部
、
青
少
年
部
、
経
理
部
」
が
あ
る
。
運
営
は
、「
理
事
、
監
事
、
顧
問
、

相
談
役
、
参
与
、
特
別
委
員
、
評
議
員
、
大
会
実
行
委
員
長
、
部
長
、
監
査
委
員
、
連
合
委
員
会
委
員
長
、
支
部
長
」
を
選
出
し
、
運
営

に
当
た
っ
て
い
る
。

活
動
内
容

活
動
に
つ
い
て
は
、
多
彩
な
内
容
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る

（
２
）
。

一
、
研
究
・
普
及
活
動

民
謡
民
舞
お
よ
び
民
俗
学
会
の
最
高
権
威
者
に
よ
る
講
演
会
・
講
習
会
・
研
究
会
を
随
時
開
催
（
全
国
民
謡
民
舞
講
習
会
、
民
謡

講
習
会
、
民
舞
講
習
会
、
唄
ば
や
し
講
習
会
、
三
味
線
講
習
会
、
尺
八
講
習
会
、
太
鼓
講
習
会
、
少
年
少
女
講
習
会
、
青
年
講
習
会
）、

民
謡
普
及
の
た
め
の
行
事
（
研
修
会
、
指
導
者
の
全
国
各
地
派
遣
）、
そ
の
他
。

二
、
伝
習
、
調
査
・
採
譜
・
録
音

現
存
曲
や
舞
踊
の
伝
習
に
つ
き
本
部
、
支
部
が
協
力
し
て
行
っ
て
い
る
。
ま
た
昔
使
用
さ
れ
て
い
た
農
機
具
等
の
資
料
の
ほ
か
、

数
千
種
に
の
ぼ
る
曲
の
録
音
盤
が
保
管
さ
れ
、
会
員
と
一
般
愛
好
者
の
研
究
資
料
に
供
さ
れ
て
い
る
。

三
、
民
謡
・
民
舞
の
発
掘

毎
年
数
十
種
の
う
ず
も
れ
た
民
謡
民
舞
を
発
掘
し
、
審
査
委
員
会
の
審
査
を
経
て
、
優
れ
た
も
の
は
全
国
大
会
で
披
露
し
て
い
る
。

四
、
広
報
・
出
版
活
動

広
報
活
動
と
し
て
は
隔
月
会
報

（
３
）
を
発
行
し
、
全
会
員
に
届
け
る
。
民
謡
撰
集
・
ポ
ケ
ッ
ト
ポ
ケ
ッ
ト
民
謡
・
民
謡
教
本
の
出
版
の

他
、
民
謡
手
帳
・
民
謡
民
舞
カ
レ
ン
ダ
ー
等
。
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五
、
演
奏
活
動

民
謡
民
舞
の
保
存
、
育
成
、
普
及
お
よ
び
会
員
の
技
量
水
準
の
向
上
と
親
睦
を
深
め
る
た
め
に
、
各
種
大
会
を
行
っ
て
い
る
。

連
合
大
会
（
お
お
む
ね
各
都
道
府
県
に
連
合
委
員
会
を
組
織
し
て
行
わ
れ
る
大
会
で
、
毎
年
一
回
開
催
さ
れ
、
コ
ン
ク
ー
ル
種
目

を
実
施
し
て
優
秀
者
を
表
彰
す
る
）、
全
国
大
会
（
全
国
の
連
合
大
会
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
良
い
成
績
を
修
め
た
方
が
出
演
す
る
全
国

的
規
模
の
大
会
で
、
こ
こ
で
の
優
勝
者
に
は
内
閣
総
理
大
臣
賞
を
は
じ
め
、
各
大
臣
賞
が
贈
ら
れ
る
）、
春
季
大
会
（
全
国
八
地
区

に
於
い
て
春
季
大
会
を
開
催
し
、
民
謡
民
舞
の
コ
ン
ク
ー
ル
お
よ
び
任
意
種
目
を
実
施
し
て
、
地
域
の
振
興
と
民
謡
・
民
舞
の
普
及

を
図
る
）、
少
年
少
女
大
会
（
全
国
各
地
で
少
年
少
女
大
会
を
実
施
し
、
各
地
の
優
勝
者
を
集
め
て
、
全
国
大
会
を
行
い
、
小
学
生

と
中
学
生
の
日
本
一
を
決
定
す
る
）、
日
本
民
謡
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
各
民
謡
団
体
お
よ
び
曲
別
日
本
一
大
会
等
で
優
勝
し
た
方
々

を
一
堂
に
集
め
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
に
於
い
て
コ
ン
ク
ー
ル
を
行
う
）。
民
舞
の
祭
典
、
津
軽
三
味
線
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大
会
な
ど
。

こ
れ
ら
の
大
会
は
、
地
域
の
民
俗
芸
能
や
、
発
掘
民
謡
、
新
作
民
謡
、
教
養
番
組
な
ど
を
併
せ
て
披
露
し
て
い
る
。

六
、
表
彰
・
顕
彰
制
度

民
謡
界
最
高
の
栄
誉
で
あ
る
「
民
謡
文
化
章
」「
民
謡
技
能
章
」「
民
謡
功
労
章
」
の
民
謡
三
賞
、「
民
　
謡
貢
献
章
」
を
選
考
委

員
会
で
厳
選
し
、
贈
る
。

三
賞
受
賞
者
の
中
か
ら
、
と
く
に
我
が
国
民
謡
の
至
宝
と
認
め
ら
れ
る
人
に
「
民
謡
名
人
位
」
を
贈
る
。

支
部
長
の
推
薦
す
る
七
五
歳
以
上
で
協
会
に
七
年
以
上
在
籍
し
、
功
労
の
あ
っ
た
会
員
に
「
敬
寿
章
」、
三
五
歳
以
上
で
一
〇
年

以
上
在
籍
し
、
功
労
の
あ
っ
た
会
員
に
「
協
会
章
」
を
贈
る
。

民
謡
お
よ
び
協
会
発
展
の
功
績
が
大
き
い
人
に
対
し
、
叙
勲
と
褒
賞
の
授
与
を
国
家
に
申
請
す
る
。

七
、
社
会
福
祉
活
動

本
部
・
各
支
部
が
協
力
し
、
対
応
す
る
地
域
の
福
祉
団
体
を
通
じ
て
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
他
靖
国
神
社
へ
の
奉
納
芸
能
や
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各
種
老
人
ホ
ー
ム
・
各
刑
務
所
な
ど
へ
の
慰
問
行
事
を
行
っ
て
い
る
。

八
、
国
際
交
流

日
本
国
際
民
族
芸
能
交
流
大
会
を
主
催
し
て
世
界
各
国
の
民
俗
芸
能
と
民
謡
民
舞
を
競
演
し
た
り
、
各
国
々
へ
民
謡
民
舞
団
を
派

遣
し
て
国
際
親
善
を
は
か
る
。

九
、
指
導
者
資
格
認
定

各
種
の
試
験
を
実
施
し
て
指
導
者
を
認
定
す
る
。
会
員
を
対
象
に
協
会
が
一
定
の
基
準
に
基
づ
い
て
資
格
を
認
め
る
制
度
で
、
面

接
・
学
科
・
実
技
試
験
を
実
施
。
指
導
者
資
格
認
定
は
、
六
種
目
五
段
階
で
、
全
国
各
地
（
平
成
一
四
年
度
は
一
〇
地
区
で
実
施
）

で
八
月
か
ら
一
〇
月
に
か
け
て
実
施
す
る
。
受
験
料
は
、
一
律
一
五
七
五
〇
円
で
あ
る
。

資
格
は
、
民
謡
・
民
舞
・
三
味
線
・
尺
八
・
太
鼓
・
笛
の
種
目
別
に
、
教
授
・
助
教
授
・
講
師
・
教
師
・
助
教
師
に
分
け
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
あ
げ
ら
れ
て
い
る
項
目
を
み
る
と
、
民
謡
民
舞
を
志
す
人
々
の
養
成
、
成
果
を
発
揮
す
る
演
奏
の
機
会
の
提
供
、
指
導

者
の
資
格
認
定
な
ど
直
接
個
人
に
関
わ
る
部
分
か
ら
、
民
謡
資
料
の
発
掘
、
資
料
保
管
提
供
、
社
会
貢
献
、
国
際
交
流
な
ど
に
至
っ
て
、

民
謡
民
舞
の
全
般
に
関
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
協
会
の
歴
史
と
と
も
に
、
活
動
内
容
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
き
た
様
子
が
窺
え
る
。

発
掘
民
謡
お
よ
び
新
作
民
謡
の
募
集

活
動
の
中
で
、
発
掘
民
謡
お
よ
び
新
作
民
謡
の
募
集
（
研
究
部
）
は
、
興
味
深
い
。
募
集
要
項
を
順
次
み
て
い
く
と
、
発
掘
民
謡
お
よ

び
新
作
民
謡
は
次
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

発
掘
民
謡
と
は
、
一
部
の
人
に
よ
り
唄
い
踊
り
継
が
れ
て
き
た
も
の
や
、
以
前
に
唄
わ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
後
途
絶
え
て
い
た
も
の
を

調
査
し
、
補
作
し
た
も
の
。（
イ
）
い
つ
頃
か
ら
唄
わ
れ
、
踊
ら
れ
て
い
た
か
。（
ロ
）
ど
の
地
方
で
唄
わ
れ
、
踊
ら
れ
て
い
た
か
。（
ハ
）

ど
の
よ
う
な
時
に
唄
わ
れ
、
踊
ら
れ
て
い
た
か
。（
祈
願
・
祝
事
・
労
作
・
酒
宴
等
の
区
別
）
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新
作
民
謡
と
は
、
新
た
に
作
詞
・
作
曲
し
た
も
の
で
、
他
人
が
一
切
手
掛
け
て
い
な
い
も
の
。（
イ
）
各
地
区
の
風
土
色
・
生
活
・
産

業
・
観
光
な
ど
を
取
り
入
れ
た
も
の
で
、
民
謡
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
も
の
。（
ロ
）
審
査
会
に
認
め
ら
れ
た
曲
は
、
作
詞
・
作
曲
に
係
わ

る
著
作
権
に
つ
い
て
、
当
協
会
と
の
譲
渡
契
約
を
交
わ
す
。
他
者
と
の
譲
渡
契
約
済
み
の
場
合
は
対
象
と
な
ら
な
い
。

ま
た
、
具
体
的
な
応
募
要
項
と
審
査
方
法
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

応
募
要
項
は
、（
イ
）
応
募
曲
に
つ
い
て
は
、
未
発
表
の
作
品
に
限
る
。（
ロ
）
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
に
吹
き
込
み
の
上
、
解
説
書
（
正
確

な
も
の
）
お
よ
び
歌
詞
と
と
も
に
録
音
時
の
歌
手
伴
奏
者
な
ど
の
氏
名
を
添
え
、
当
協
会
研
究
部
宛
に
郵
送
（
簡
易
書
留
郵
便
）。
踊
り

の
振
付
が
あ
る
と
き
は
、
図
解
を
同
封
す
る
。（
ハ
）
民
舞
の
場
合
、
さ
ら
に
服
装
等
が
分
か
る
よ
う
「
カ
ラ
ー
写
真
」
を
添
え
る
。（
ニ
）

応
募
録
音
テ
ー
プ
お
よ
び
歌
詞
・
解
説
な
ど
は
採
否
に
拘
わ
ら
ず
、
返
却
し
な
い
。（
ホ
）
応
募
曲
の
伴
奏
は
、
邦
楽
器
を
原
則
と
す
る
。

審
査
方
法
は
、（
イ
）
理
事
長
の
委
嘱
す
る
委
員
会
に
お
い
て
、
採
否
を
決
定
す
る
。（
ロ
）
審
査
会
に
お
い
て
、
発
掘
民
謡
・
新
作
民

謡
と
し
て
採
用
さ
れ
た
も
の
、
ま
た
は
不
採
用
に
な
っ
た
も
の
に
つ
い
て
、
各
々
薄
謝
を
贈
る
。（
ハ
）
審
査
会
で
入
選
ま
た
は
選
出
さ

れ
た
曲
に
つ
い
て
は
、
全
国
大
会
で
出
場
発
表
す
る
。

こ
の
民
謡
を
発
掘
す
る
と
い
う
作
業
は
、
後
述
す
る
行
政
に
よ
る
民
謡
調
査
な
ど
と
重
複
す
る
部
分
で
も
あ
る
。
だ
が
、
発
掘
民
謡
は

「
調
査
し
、
補
作
し
た
も
の
」
と
い
い
、
演
奏
表
現
す
る
た
め
の
民
謡
発
掘
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
先
の
脇
坂
氏
の
姿
と
合
致
し
、

「
民
謡
伝
承
の
場
」
の
一
つ
に
違
い
は
な
い
。
民
謡
が
変
化
変
容
し
て
い
く
こ
と
で
継
承
さ
れ
て
い
く
の
は
、
こ
う
し
た
時
点
に
確
実
に

見
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
こ
こ
で
い
わ
れ
る
民
謡
の
発
掘
と
悉
皆
的
な
意
味
を
も
っ
た
行
政
な
ど
の
民
謡
所
在
調
査
と
は
、「
発
掘
」
と
い
う
こ
と
ば
の

意
味
合
い
が
異
な
っ
て
い
る
。
往
々
に
し
て
両
者
が
互
い
に
混
同
す
る
、
元
々
違
い
の
論
議
は
不
要
で
あ
る
と
い
っ
た
意
見
に
よ
っ
て
、

曖
昧
に
さ
れ
て
き
た
部
分
な
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、「
民
謡
伝
承
の
場
」
の
一
つ
が
こ
こ
に
も
あ
る
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

山
形
県
の
民
謡
活
動
と
日
本
民
謡
協
会
と
の
関
わ
り
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そ
れ
で
は
、
地
方
と
協
会
と
の
関
わ
り
は
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
の
か
、
一
例
と
し
て
山
形
県
の
場
合
を
あ
げ
て
み
よ
う
。

『
山
梨
県
芸
術
文
化
史
』
第
三
部
（
山
形
県
芸
術
文
化
会
議
編
　
平
成
五
年
）
に
記
さ
れ
た
高
橋
昭
氏
の
「
民
謡
編
」（
四
〇
一
〜
四

一
三
ペ
ー
ジ
）
で
は
、
山
形
県
内
の
民
謡
団
体
の
動
向
が
整
理
さ
れ
て
い
る
。
内
容
は
、
前
編
に
あ
た
る
浅
野
健
二
氏
執
筆
の
県
内
伝
承

民
謡
の
概
要
に
続
く
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
戦
後
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
大
会
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ
東
北
民
謡
コ
ン
ク
ー
ル
で
の
出
場
・
上

位
入
賞
の
様
子
、
昭
和
二
五
年
の
日
本
民
謡
協
会
発
足
当
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
全
国
大
会
へ
の
出
場
状
況
、
同
協
会
の
民
謡
三
賞
受
賞
者

の
こ
と
、
昭
和
三
七
年
の
山
形
県
民
謡
振
興
会
の
設
立
な
ど
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

日
本
民
謡
協
会
発
足
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、『
日
本
民
謡
協
会
史
』（
以
下
『
協
会
史
』
と
す
る
）
に
も
あ
り
、
初
代
理
事
長
浦
本
政
三

郎
が
鶴
岡
市
出
身
で
あ
る
こ
と
、
こ
の
と
き
に
結
成
さ
れ
た
三
支
部
の
一
つ
が
酒
田
市
の
東
北
民
謡
研
究
会
で
あ
っ
た
こ
と
、
後
藤
桃
水

が
県
内
を
巡
り
山
形
県
支
部
結
成
に
尽
力
し
た
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、『
協
会
史
』
に
よ
れ
ば
、
最
初
の
三
支
部
は
、
東
北
民
謡
研
究
会
（
酒
田
市
、
輪
島
如
水
）、
武
蔵
民
謡
研
究
会
（
川
口
市
、
長

島
雄
水
）、
北
海
道
支
部
（
今
井
簪
山
）
で
あ
り
、
山
形
県
支
部
と
同
時
期
に
、
秋
田
県
支
部
、
福
島
県
支
部
、
八
戸
市
支
部
、
長
野
県

伊
那
支
部
、
芝
支
部
、
川
口
市
共
楽
会
支
部
、
浅
草
千
鳥
会
支
部
、
宮
城
登
米
郡
支
部
な
ど
が
結
成
さ
れ
た
と
い
う
。

地
方
か
ら
捉
え
ら
れ
る
民
謡
へ
の
ま
な
ざ
し
や
、
中
央
組
織
と
な
る
協
会
と
の
関
わ
り
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

民
謡
民
舞
の
発
展

昭
和
四
〇
年
代
末
ま
で
の
協
会
全
体
の
流
れ
は
、
①
昭
和
二
五
年
の
協
会
設
立
、
②
二
〇
年
代
後
期
の
初
期
活
動
、
③
昭
和
三
〇
年
代

の
大
会
拡
充
と
初
期
リ
ー
ダ
ー
の
交
代
、
④
昭
和
四
〇
年
の
財
団
法
人
化
、
四
二
年
の
執
行
部
交
代
、
⑤
昭
和
四
五
年
の
協
会
創
立
二
〇

周
年
行
事
、
四
七
年
の
日
本
国
際
民
族
芸
術
祭
開
催
な
ど
を
経
て
き
た
と
い
え
よ
う
。

こ
の
間
、
民
謡
の
学
研
的
立
場
と
歌
唱
演
奏
的
立
場
、
地
方
と
中
央
（
東
京
）
と
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
違
い
が
露
呈
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
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と
い
う
が
、
全
体
の
流
れ
を
前
進
し
た
り
是
正
し
た
り
し
な
が
ら
、
民
謡
の
世
界
が
増
幅
さ
れ
て
き
た
の
は
事
実
で
あ
ろ
う
。

と
く
に
創
設
当
時
の
事
業
計
画
に
は
、
唄
や
楽
器
の
教
育
者
（
育
成
）
プ
ラ
ン
が
あ
り
、「
合
理
的
な
教
授
法
、
簡
易
楽
譜
の
研
究
、

五
線
譜
の
普
及
」
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
、
こ
れ
ら
は
和
洋
の
教
授
法
の
比
較
研
究
が
必
要
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
取
り
あ
げ
ら
れ
た
と
い
う
。

『
協
会
史
』
の
協
会
事
業
史
略
年
表
（
一
四
一
ペ
ー
ジ
）
に
よ
る
と
、
昭
和
二
六
年
一
月
五
日
に
、
第
一
回
第
一
研
究
部
会
が
開
催
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
は
、
こ
れ
ら
を
押
し
進
め
る
た
め
に
作
ら
れ
た
研
究
会
で
、
第
一
部
（
唄
）
菊
池
淡
水
、
第
二
部
（
和
楽
系
伴
奏
）、
第

三
部
（
洋
楽
系
歌
及
び
伴
奏
）
佐
々
木
章
、
第
四
部
（
舞
踊
）
花
柳
徳
兵
衛
、〔
第
五
部
欠
〕、
第
六
部
（
作
曲
）
大
村
能
章
、
第
七
部

（
作
詞
）
高
橋
掬
太
郎
が
世
話
人
と
な
り
始
ま
っ
た
。
そ
し
て
、
会
報
七
号
（
昭
和
二
六
年
三
月
）
で
は
佐
々
木
章
の
初
等
音
楽
講
座
、

八
号
（
同
年
四
月
）
で
は
菊
池
淡
水
の
初
等
民
謡
講
座
、
一
一
号
（
同
年
七
月
）
で
は
榎
本
秀
水
の
尺
八
講
座
が
掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。『
協
会
史
』
で
も
触
れ
て
い
る
が
、「
こ
の
他
舞
踊
、
童
謡
、
作
曲
、
編
曲
な
ど
あ
ら
ゆ
る
部
門
に
互
っ
て
研
究
活
動
が
行
わ
れ
、

高
い
理
想
の
も
と
に
協
会
の
研
究
活
動
は
出
発
し
た
」（
九
一
ペ
ー
ジ
）
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
背
景
に
は
、
戦
前
に
始
ま
っ
た
町
田
佳
声
な
ど
の
地
方
民
謡
の
採
集
や
、
昭
和
一
六
年
の
柳
田
国
男
を
団
長
と
し
た
東
北
民

謡
視
聴
団
が
起
こ
し
た
う
ね
り
は
多
大
な
も
の
が
あ
り
、
一
七
年
に
武
田
忠
一
郎
の
『
東
北
の
民
謡
　
岩
手
県
の
巻
』（
仙
台
放
送
局
）、

一
九
年
に
『
日
本
民
謡
大
観
　
関
東
篇
』（
日
本
放
送
協
会
）
が
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
刊
行
は
戦
後
に
続
い
て
き
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
伝
統
芸
能
の
世
界
で
も
、
昭
和
三
〇
年
代
に
な
る
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
邦
楽
技
能
者
育
成
会
な
ど
が
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
ま
で
の

流
派
や
家
元
の
み
の
伝
統
を
越
え
た
修
練
の
場
が
設
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
前
述
の
発
掘
民
謡
及
び
新
作
民
謡
募
集
に
つ
い
て
は
、
新
作
民
謡
の
「（
ロ
）
審
査
会
に
認
め
ら
れ
た
曲
は
、
作
詞
・
作
曲

に
係
わ
る
著
作
権
に
つ
い
て
、
当
協
会
と
の
譲
渡
契
約
を
交
わ
す
」
と
い
う
点
や
、
そ
の
審
査
方
法
の
「（
ロ
）
審
査
会
に
お
い
て
、
発

掘
民
謡
・
新
作
民
謡
と
し
て
採
用
さ
れ
た
も
の
、
ま
た
は
不
採
用
に
な
っ
た
も
の
に
つ
い
て
、
各
々
薄
謝
を
贈
る
」
と
い
う
点
に
お
い
て

も
、
応
募
者
と
歌
の
両
方
に
結
果
的
に
規
制
を
か
け
た
り
、
商
業
ベ
ー
ス
へ
の
シ
フ
ト
化
を
招
い
た
り
は
し
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
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だ
が
、
民
謡
民
舞
の
分
野
で
は
、
表
現
す
る
こ
と
で
歌
や
歌
い
手
、
踊
り
手
も
世
に
出
る
の
で
あ
る
。
舞
台
に
立
つ
こ
と
は
重
要
な
発

表
の
方
法
で
あ
り
、
認
め
て
も
ら
う
機
会
で
あ
り
、
競
い
合
う
場
と
な
る
。
コ
ン
ク
ー
ル
へ
の
期
待
、
入
賞
者
の
晴
舞
台
と
な
る
大
会
や

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
指
導
者
と
し
て
の
実
力
を
認
定
す
る
制
度
な
ど
は
、
民
謡
民
舞
の
発
展
に
欠
か
せ
な
い
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
今

日
、
民
謡
民
踊
の
世
界
で
は
晴
れ
や
か
で
華
麗
な
行
事
が
支
持
さ
れ
、
展
開
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

三
　
県
別
民
謡
緊
急
調
査
の
成
果
と
課
題

県
別
民
謡
緊
急
調
査
の
設
定
時
期
と
目
的
　
　

一
方
、
行
政
か
ら
の
対
応
は
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

昭
和
五
一
年
の
文
化
財
法
改
正
の
後
、
昭
和
五
〇
年
代
半
ば
に
始
ま
っ
た
県
別
民
謡
緊
急
調
査
は
、
こ
の
後
に
民
俗
芸
能
、
祭
り
・
行

事
、
民
謡
ビ
デ
オ
、
祭
礼
山
車
と
続
く
調
査
の
先
駆
け
で
あ
っ
た
。「
調
査
」
に
、「
緊
急
」
を
戴
く
こ
の
調
査
に
は
、
現
状
に
対
す
る
危

機
感
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る

（
４
）
。

こ
の
危
機
感
に
は
、
民
謡
が
芸
謡
化
さ
れ
、
商
業
ベ
ー
ス
に
乗
っ
て
い
く
こ
と
に
対
し
て
、
無
形
民
俗
文
化
財
と
い
う
視
点
か
ら
の
漠

然
と
し
た
不
安
や
、
生
産
生
業
や
暮
ら
し
の
変
化
で
、
歌
の
機
能
が
失
わ
れ
て
い
く
だ
け
で
な
く
、
歌
を
う
た
う
機
会
さ
え
激
減
し
て
い

く
と
い
う
失
わ
れ
て
い
く
も
の
へ
の
良
心
的
な
�
踏
ん
張
り
�
な
ど
が
錯
綜
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
以
前
行
わ
れ
た
全
国
規
模
で
の
民
謡
（
歌
）
調
査
の
刊
行
は
、
大
正
三
年
の
『
俚
謡
集
』
に
ま
で
遡
る
。
そ
の
後
、
五
線
譜
に
よ

る
楽
譜
化
や
、
数
字
を
用
い
た
簡
易
邦
楽
譜
な
ど
に
よ
っ
て
音
の
記
号
化
が
進
ん
で
い
っ
た
が
、
こ
れ
ら
は
音
楽
学
の
資
料
で
あ
っ
た
り
、

演
奏
者
（
歌
唱
者
を
含
む
）
の
補
助
で
あ
っ
た
り
し
て
い
た
。
昭
和
四
〇
、
五
〇
年
代
は
、
地
方
史
編
纂
や
民
俗
調
査
の
報
告
書
刊
行
の

時
期
に
さ
し
か
か
っ
て
い
た
が
、
歌
謡
に
関
す
る
捉
え
方
は
採
集
資
料
の
文
字
化
が
主
流
で
あ
り
、
実
際
の
音
を
含
む
報
告
や
刊
行
は
ま
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だ
限
ら
れ
て
い
た
。

そ
の
よ
う
な
意
味
で
、
こ
の
民
謡
緊
急
調
査
は
、
基
本
に
は
文
化
財
の
記
録
保
存
の
考
え
方
が
あ
っ
た
と
い
う
が
、
音
源
を
含
む
調
査

が
行
わ
れ
た
こ
と
は
画
期
的
な
こ
と
だ
っ
た
。
伝
承
者
の
所
在
、
歌
詞
の
整
理
と
分
類
な
ど
文
字
に
よ
る
記
録
に
と
ど
ま
ら
ず
、
こ
の
調

査
に
よ
っ
て
音
源
を
確
保
し
た
こ
と
は
危
機
感
に
対
す
る
安
堵
感
へ
の
転
換
と
な
っ
た
に
違
い
な
い
。
多
く
の
人
々
の
歌
唱
が
録
音
さ
れ

た
。
こ
の
当
時
の
調
査
体
制
、
録
音
機
材
や
一
般
的
な
録
音
技
術
を
も
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
県
で
は
最
大
の
努
力
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
将
来
、
収
録
さ
れ
た
音
源
を
活
用
す
る
こ
と
で
開
け
る
展
望
に
は
多
く
の
期
待
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

各
県
の
成
果
と
報
告
書

各
県
の
成
果
は
、
報
告
書
と
し
て
逐
次
刊
行
さ
れ
て
い
っ
た
（
次
頁
表
参
照
）。
報
告
書
の
体
裁
は
、
県
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
概
ね

縦
書
き
Ｂ
５
版
の
冊
子
で
、
採
集
地
区
と
歌
の
分
類
を
施
し
編
集
さ
れ
て
い
る
。
冒
頭
に
調
査
体
制
や
成
果
の
編
集
方
針
を
示
し
、
県
内

の
歌
の
特
徴
や
歌
か
ら
み
た
県
域
の
特
色
な
ど
に
触
れ
て
い
る
。

ま
た
、
成
果
の
利
用
は
、「
歌
」
を
各
種
芸
能
大
会
の
一
種
目
と
し
て
捉
え
る
と
き
の
そ
の
出
演
者
リ
ス
ト
と
し
た
り
、「
歌
」
を
無
形

民
俗
と
し
て
文
化
財
化
す
る
と
き
の
資
料
と
し
た
り
し
て
い
る
。

し
か
し
、
音
資
料
を
文
字
化
す
る
と
き
に
、
ど
れ
だ
け
の
精
度
が
保
た
れ
た
か
と
い
う
と
問
題
が
あ
る
。
言
語
学
的
な
ル
ー
ル
と
、
音

楽
と
し
て
の
歌
詞
の
扱
い
、
表
記
の
問
題
な
ど
も
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
県
の
方
針
、
調
査
担
当
者
の
費
や
す
こ
と
が
で
き
る
時
間
や
能
力

が
大
き
く
関
与
し
て
い
た
。

そ
う
し
た
中
で
、
採
録
音
源
に
関
し
て
は
、
次
の
例
の
よ
う
な
記
述
及
び
内
容
が
大
半
で
あ
る
。

福
島
県
報
告
書
の
「
凡
例
」
で
は
、「
調
査
票
と
録
音
テ
ー
プ
は
文
化
庁
と
福
島
県
教
育
委
員
会
に
お
い
て
保
管
し
て
い
る
。」
や
、
千

葉
県
報
告
書
の
「
千
葉
県
民
謡
緊
急
調
査
概
要
」
の
「
調
査
内
容
」
で
は
、（
１
）
文
書
に
よ
る
調
査
　
ア
、
調
査
票
に
よ
る
伝
承
民
謡
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100

県名＼年 
福　島 
千　葉 
埼　玉 
神奈川 
石　川 
兵　庫 
愛　媛 
香　川 
宮　崎 
山　口 
山　形 
栃　木 
東　京 
山　梨 
愛　知 
京　都 
和歌山 
沖　縄 
長　野 
鹿児島 
鳥　取 
岩　手 
宮　城 
岐　阜 
富　山 
大　分 
新　潟 
静　岡 
滋　賀 
島　根 
茨　城 
福　岡 
秋　田 
青　森 
福　井 
長　崎 
佐　賀 
熊　本 
北海道 
群　馬 
広　島 
高　知 
三　重 
岡　山 
徳　島 
大　阪 
奈　良 

81

○
○
○
○
○
○
○
○
○

82

○

83

○
○
○
○
○
○
○
○

84

○
○

85

○
○
○
○
○
○

86

○
○ 
○ 
○ 

87

○
○

88

○

○
○
○
○
○
○

89

○ 
 
 
 
 
 
○ 
○ 
○ 
○ 
 

90

○ 
 

91

○ 
○ 
 

99

○ 

未刊 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
△ 
△ 

（2003.3　小野寺作成）

県別民謡緊急調査報告書刊行状況



の
調
査
　
イ
、
風
土
等
民
謡
の
背
景
調
査
　
ウ
、
従
来
の
調
査
状
況
　
（
２
）
録
音
テ
ー
プ
に
よ
る
収
録
　
ア
、
録
音
対
象
「
原
則
と
し

て
調
査
票
に
よ
る
調
査
の
際
に
同
時
に
録
音
を
行
う
も
の
と
し
た
。」
イ
、
録
音
方
法
「
収
録
テ
ー
プ
は
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
を
原
則
と
し
、

そ
の
テ
ー
プ
は
六
〇
分
も
の
を
使
用
し
た
。
さ
ら
に
、
七
イ
ン
チ
オ
ー
プ
ン
テ
ー
プ
に
も
転
写
し
、
オ
ー
プ
ン
テ
ー
プ
は
文
化
庁
（
東
京

国
立
文
化
財
研
究
所
）
へ
提
出
し
、
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
は
千
葉
県
で
保
管
す
る
こ
と
と
し
た
。」

（
３
）
写
真
に
よ
る
記
録
　
を
あ
げ

て
い
る
。

青
森
県
報
告
書
の
「
調
査
概
要
」
の
「
第
六
節
　
調
査
方
法
」
で
は
、
一
、
事
前
調
査
　
二
、
調
査
票
に
よ
る
調
査
　
三
、
録
音
テ
ー

プ
に
よ
る
収
録
・
調
査
　
（
一
）
録
音
者
　
（
二
）
対
象
「「
調
査
民
謡
リ
ス
ト
」
に
よ
る
録
音
と
、
録
音
時
に
改
め
て
伝
承
者
に
質
問

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
記
憶
を
蘇
ら
せ
て
も
ら
っ
た
曲
に
つ
い
て
も
録
音
し
た
。
ま
た
歌
唱
の
前
後
に
行
っ
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
も
採
録
し

た
。」

（
三
）
使
用
テ
ー
プ
　
（
四
）
録
音
機
・
マ
イ
ク
　
（
五
）
ク
レ
ジ
ッ
ト
等
「
曲
を
録
音
す
る
前
に
、
次
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
録

音
し
た
。
１
通
し
番
号
（
地
区
別
　
録
音
順
番
号
）

２
名
称
　
３
伝
承
地
（
市
町
村
名
）

４
収
録
年
月
日
　
５
演
奏
者
名
。
ク
レ
ジ

ッ
ト
録
音
の
後
、
約
二
秒
の
間
隔
を
お
い
て
、
音
叉
に
よ
る
ａ
音
（
四
四
〇
ヘ
ル
ツ
）
を
録
音
し
、
更
に
二
秒
を
お
い
て
か
ら
曲
の
録
音

を
開
始
す
る
こ
と
に
し
た
。」
と
あ
り
、「
調
査
時
の
録
音
を
編
集
し
、
文
化
庁
に
提
出
の
も
の
は
オ
ー
プ
ン
テ
ー
プ
に
ダ
ビ
ン
グ
し
た
。

編
集
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
は
県
教
育
庁
文
化
課
が
保
存
す
る
」
と
し
て
い
る
。「
第
七
節
　
報
告
書
、
テ
ー
プ
、
収
録
記
録
票
等
の
概
要
」

一
、
報
告
書

二
、
編
集
テ
ー
プ
　
三
、
調
査
票
・
収
録
票
「
調
査
票
は
県
教
育
庁
文
化
課
が
保
管
す
る
。
そ
の
内
容
、
様
式
は
二
五

頁
参
照
。
収
録
記
録
票
は
テ
ー
プ
に
添
え
て
文
化
庁
が
保
管
す
る
。
収
録
記
録
費
用
の
内
容
は
七
頁
に
示
し
た
。「
様
式
２
」
に
よ
っ
て
、

名
称
、
伝
承
地
、
収
録
場
所
、
テ
ー
プ
の
カ
ウ
ン
ト
、
所
要
時
間
、
歌
唱
者
、
演
奏
者
等
を
記
入
し
た
」
と
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
収
録
音
源
の
内
容
や
保
管
、
提
出
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
が
、
実
態
は
ど
の
よ
う
な
状
態
で
あ
る
の
か
。
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音
源
の
保
存
と
責
任
　

多
く
の
県
で
は
、
県
と
文
化
庁
に
マ
ス
タ
ー
テ
ー
プ
か
コ
ピ
ー
テ
ー
プ
を
保
管
、
提
出
し
て
い
る
。
マ
ス
タ
ー
テ
ー
プ
の
多
く
は
オ
ー

プ
ン
テ
ー
プ
が
使
わ
れ
、
初
期
の
収
録
か
ら
は
二
〇
余
年
が
経
っ
て
お
り
、
そ
の
劣
化
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
以
前
に
、
こ
の
調
査
と
テ
ー
プ
の
管
理
に
つ
い
て
、
再
度
確
認
す
べ
き
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
報
告
書
の
刊
行
に

止
ま
り
、
収
録
さ
れ
て
い
る
音
源
は
未
公
開
な
の
で
あ
る
。
公
開
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
手
続
き
、
収
録
内
容
の
確
認
や
整
備
な
ど
膨
大

な
手
間
が
か
か
る
こ
と
は
理
解
の
内
だ
が
、
調
査
内
容
の
性
格
か
ら
、
音
源
の
公
開
は
必
須
で
は
な
い
の
か
。
次
々
と
展
開
す
る
年
度
事

業
の
立
案
・
予
算
確
保
・
消
化
と
い
っ
た
回
転
、
コ
ピ
ー
テ
ー
プ
は
取
り
置
い
て
も
、
マ
ス
タ
ー
テ
ー
プ
は
提
出
し
て
し
ま
っ
た
、
提
出

さ
れ
て
も
内
容
の
対
応
が
と
れ
な
い
、
単
に
担
当
者
が
移
動
し
た
と
い
う
よ
う
に
、
お
よ
そ
そ
の
内
容
を
必
要
と
し
な
い
場
所
に
、
公
開

が
望
ま
れ
て
い
る
音
源
は
放
置
さ
れ
て
い
る
。
音
源
の
共
有
化
、
提
供
者
や
協
力
者
へ
の
還
元
、
作
業
に
関
与
し
た
方
々
の
誠
意
や
苦
労

に
対
し
て
も
、
事
業
主
体
者
や
保
管
部
署
で
は
努
力
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
徐
々
に
で
は
あ
る
が
、
独
自
の
努
力
は
積
み
上
げ
ら
れ
つ
つ
あ
る
。

京
都
府
の
Ｃ
Ｄ
『
京
都
府
の
民
謡
』
三
枚
組
（
京
都
府
教
育
委
員
会
　
平
成
四
年
）
の
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
は
、「
は
じ
め
に
」
に
「
そ
の

音
（
昭
和
五
六
・
五
七
年
度
実
施
の
民
謡
緊
急
調
査
で
録
音
し
た
も
の
）
に
つ
い
て
は
、
調
査
時
の
録
音
テ
ー
プ
の
保
存
に
と
ど
ま
り
、

広
く
ご
利
用
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
そ
の
録
音
テ
ー
プ
も
経
年
の
変
化
で
劣
化
が
す
す
み
、
保
存
の
面
で
も
問

題
が
生
じ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
こ
の
度
、「
緑
と
文
化
の
京
都
」
を
推
進
す
る
た
め
、
平
成
二
年
七
月
に
創
設
さ
れ
た
「
緑
と
文
化

の
基
金
」
を
活
用
し
、
そ
の
主
要
曲
に
つ
い
て
録
音
盤
を
制
作
し
、
成
果
を
永
く
保
存
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
普
及
を
図
る
こ
と
に
い
た

し
ま
し
た
」
と
し
、
同
「
付
　
民
謡
緊
急
調
査
の
概
要
」
の
「
五
、
調
査
結
果
」
で
は
、「
採
録
し
た
民
謡
を
編
集
し
、
そ
の
マ
ザ
ー
テ

ー
プ
は
京
都
府
教
育
委
員
会
で
保
管
し
、
文
化
庁
へ
複
写
テ
ー
プ
及
び
資
料
を
提
出
し
た
。
ま
た
、
そ
の
調
査
報
告
書
『
京
都
府
の
民
謡
』

を
作
成
し
、
関
係
機
関
等
に
配
布
し
、
府
内
の
図
書
館
、
資
料
館
で
利
用
に
供
し
て
い
る
」
と
し
て
い
る
。
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三
重
県
の
Ｃ
Ｄ
『
三
重
県
の
民
謡
』
三
枚
組
（
三
重
県
教
育
委
員
会
　
平
成
五
年
）
の
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
は
、「
一
、
こ
の
録
音
盤
は
、

平
成
五
年
度
に
三
重
県
の
民
謡
伝
承
活
動
の
一
環
と
し
て
国
庫
補
助
を
得
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
四
、
民
謡
の
収
録
は
曲
種
別
に
ま

と
め
、
曲
名
、
伝
承
地
、
整
理
番
号
を
順
に
記
し
た
。
な
お
、
整
理
番
号
は
三
重
県
教
育
委
員
会
が
平
成
二
年
三
月
に
発
行
し
た
『
三
重

県
の
民
謡
－
三
重
県
民
謡
緊
急
調
査
報
告
書
－
』
の
整
理
番
号
で
あ
り
、
歌
詞
、
歌
唱
者
名
、
調
査
員
名
等
に
つ
い
て
も
同
報
告
書
を
参

照
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
し
て
い
る
。

青
森
県
の
場
合
は
、
青
森
県
立
図
書
館
な
ど
で
、
編
集
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
は
、
報
告
書
第
七
節
の
「
二
、

編
集
テ
ー
プ
」
で
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ケ
ー
ス
の
背
文
字
に
「
青
森
県
民
謡
緊
急
調
査
〔
地
区
名
〕
番
／
巻
数
」、
ケ
ー
ス
の
裏
底

に
市
町
村
名
・
使
用
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
の
機
種
名
・
編
集
者
名
・
収
録
曲
番
号
・
曲
名
・
カ
ウ
ン
ト
番
号
が
記
入
さ
れ
て
い
る
。

民
謡
が
伝
承
さ
れ
て
い
く
に
は
、
音
は
不
可
欠
で
あ
り
、
演
奏
家
や
研
究
者
だ
け
で
な
く
、
ま
た
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
そ
の
採
集
や

保
管
、
公
開
に
苦
心
し
て
い
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
二
〇
か
ら
一
〇
年
前
の
全
国
の
膨
大
な
音
源
が
放
置
さ
れ
て
い
る
現
実
が
あ

る
。
す
で
に
こ
の
テ
ー
プ
に
し
か
残
っ
て
い
な
い
曲
や
歌
唱
が
あ
る
は
ず
だ
が
、
そ
の
テ
ー
プ
も
劣
化
と
戦
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
事
態

が
「
民
謡
伝
承
の
場
」
を
止
め
て
い
る
な
ら
、
ま
こ
と
に
不
幸
で
悲
し
い
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
手
だ
て
の
一
つ
と
し
て
、
音
源
を
各
県
に
戻
し
、
あ
る
い
は
各
県
の
関
心
を
喚
起
し
、
補
助
金
な
ど
の
措
置
を
講
じ
な
が
ら
、
公

開
の
努
力
を
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
関
係
学
会
な
ど
に
事
業
や
作
業
を
委
託
す
る
こ
と
な
ど
も
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
こ
う
し
た
努
力
は
、
結
果
的
に
は
行
政
の
誠
意
と
し
て
、
人
々
の
中
に
浸
透
し
て
い
く
。
民
謡
を
継
承
し
て
い
く
こ
と
に
な
る

の
で
あ
る
。

お
わ
り
に
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民
謡
伝
承
の
場
と
し
て
、「
民
謡
の
担
い
手
と
歌
の
伝
承
」「
日
本
民
謡
協
会
の
役
割
と
民
謡
民
舞
の
発
展
」「
県
別
民
謡
緊
急
調
査
の

成
果
と
課
題
」
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。
こ
こ
で
は
二
、
三
の
ま
と
め
を
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

第
一
に
、
民
謡
伝
承
の
場
の
捉
え
方
で
あ
る
。
歌
を
歌
う
機
会
、
歌
の
役
割
、
人
か
ら
人
へ
歌
が
歌
い
継
が
れ
て
い
く
方
法
な
ど
の
視

点
が
あ
る
が
、
と
く
に
歌
い
継
が
れ
て
い
く
場
で
は
、
無
形
の
歌
に
歌
い
手
の
思
い
が
色
濃
く
投
影
さ
れ
て
い
く
。
歌
に
対
す
る
意
志
が

歌
い
方
や
表
現
を
決
め
て
い
く
。
そ
の
思
い
を
次
の
人
が
受
け
継
い
で
い
く
の
で
あ
る
。

第
二
に
、
民
謡
は
、
演
奏
家
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
、
形
を
整
え
て
人
々
に
支
持
さ
れ
て
い
く
。
レ
コ
ー
ド
化
に
よ
っ
て
多
く
の
人
々
に

聞
か
れ
た
り
、
歌
い
手
を
育
て
た
り
し
て
い
る
。
発
表
の
場
を
確
保
す
る
こ
と
、
仲
間
を
作
っ
て
い
く
こ
と
、
こ
れ
ら
の
後
ろ
盾
と
な
る

の
が
組
織
で
あ
る
。
そ
の
発
足
の
背
景
と
な
っ
た
必
然
や
目
指
し
た
理
想
な
ど
は
、
今
日
ま
で
続
く
活
動
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
。「
民

謡
」
を
研
究
対
象
と
す
る
と
き
に
、
こ
う
し
た
組
織
の
動
向
は
重
要
な
要
素
と
し
て
捉
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

第
三
に
、
歌
に
対
峙
す
る
と
き
に
は
、
実
際
の
音
が
あ
る
こ
と
が
重
要
な
の
で
あ
る
。
埼
玉
県
で
は
、
民
謡
緊
急
調
査
報
告
書
『
埼
玉

の
民
謡
』（
昭
和
五
六
年
）
が
刊
行
さ
れ
た
の
と
同
時
期
に
、
埼
玉
県
民
謡
協
会
が
『
埼
玉
県
の
民
謡
』（
昭
和
五
九
年
）
を
刊
行
し
た
。

こ
れ
に
は
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
二
巻
が
つ
き
、
本
文
は
歌
詞
と
と
も
に
歌
い
方
（
邦
楽
譜
、
五
線
譜
）
を
入
れ
て
い
る
。
民
謡
緊
急
調
査
で

は
、
伝
承
地
や
伝
承
者
、
歌
詞
や
そ
の
分
類
は
施
さ
れ
て
い
て
も
、
音
源
の
添
付
や
歌
い
方
の
記
述
は
な
い
。
だ
が
、『
埼
玉
県
の
民
謡
』

で
は
、
そ
の
不
備
を
補
い
、
埼
玉
ら
し
さ
の
あ
る
歌
の
提
供
に
努
力
し
て
い
る
。
資
料
集
と
愛
好
本
と
区
別
す
る
の
で
は
な
く
、
互
い
に

埼
玉
と
い
う
地
域
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
民
謡
を
対
象
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、『
日
本
民
謡
大
観
』
の
Ｃ
Ｄ
発
売
は
、
新
収
録
音

源
を
含
む
が
、
人
々
が
望
ん
で
い
た
も
の
で
あ
る
。

民
謡
自
体
を
見
守
り
、
継
承
に
繋
い
で
い
く
こ
と
と
、「
民
謡
伝
承
の
場
」
を
明
る
く
お
お
ら
か
な
居
心
地
の
場
に
設
え
て
い
く
の
は
、

我
々
の
責
務
で
あ
る
。
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注

(

1)

入
会
方
法
は
、
正
会
員
、
賛
助
会
員
、
準
会
員
、
団
体
会
員
が
あ
る
。

正
会
員
は
、
二
〇
名
以
上
の
会
員
で
入
会
希
望
の
場
合
、
本
部
の
資
格
審
査
の
上
、
寄
付
行
為
（
協
会
の
根
本
的
規
則
、
一
人
入
会
金
一
〇
〇
〇

円
、
会
費
年
額
三
〇
〇
〇
円
）
に
基
づ
き
支
部
が
認
証
さ
れ
る
。
会
員
に
は
会
員
証
が
交
付
さ
れ
、
協
会
名
簿
に
登
録
さ
れ
る
。

賛
助
会
員
は
、
協
会
の
業
務
並
び
に
民
謡
民
舞
の
普
及
拡
大
等
に
協
賛
す
る
個
人
ま
た
は
法
人
（
個
人
年
会
費
一
二
〇
〇
〇
円
、
法
人
年
会
費
五

〇
〇
〇
〇
円
）。

準
会
員
は
、
一
五
歳
未
満
で
協
会
に
入
会
希
望
の
方
は
準
会
員
会
費
（
年
会
費
二
〇
〇
円
）
を
納
入
し
支
部
に
所
属
す
る
。

団
体
会
員
は
、
保
存
会
な
ど
特
定
の
団
体
を
一
個
の
会
員
と
し
て
登
録
す
る
も
の
（
入
会
金
五
〇
〇
〇
円
、
年
会
費
三
〇
〇
〇
〇
円
）。

(

2)

『
日
本
民
謡
協
会
史
』
町
田
佳
聲
監
修
　
日
本
民
謡
協
会
　
昭
和
五
五
年
（
一
九
八
〇
）、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
平
成
一
一
年
度
　
民
謡
民
舞
全
国
大

会
」
財
団
法
人
日
本
民
謡
協
会
　
平
成
一
一
年
（
一
九
九
九
）、
財
団
法
人
日
本
民
謡
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
記
載
事
項
に
よ
る
。

(

3)

「
財
団
法
人
　
日
本
民
謡
協
会
会
報
」
は
、
年
間
六
回
発
行
さ
れ
、
平
成
一
五
年
一
月
で
第
三
二
五
号
と
な
っ
て
い
る
。

(

４)

「
月
刊
文
化
財
９
」
文
化
庁
文
化
財
保
護
部
監
修
　
昭
和
五
六
（
一
九
八
一
）
は
、
民
謡
の
論
述
を
特
集
し
て
い
る
。

参
考
文
献
・
資
料

・
『
日
本
民
謡
協
会
史
』
町
田
佳
聲
監
修
　
日
本
民
謡
協
会
　
昭
和
五
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〔Summary〕

Transmission of Japanese Folk Songs

ONODERA Setsuko

In November 2002, in the process of investigating kake'uta (a type of music
in which singers sing in turn) of the Tohoku district, the author had an
opportunity of meeting a person who has been engaged in the transmission of
Japanese folk songs. For his work of transmitting Japanese folk songs, which
he sang impressively in a strong voice to the accompaniment of musical
instruments, it was necessary not only to establish an organization but also to
have connections with other similar organizations throughout Japan. The
author was interested in the specific contents and roles of these organizations
as well as the results of investigation of Japanese folk songs that was carried
out throughout Japan in the 70s and 80s.

In this paper the author discusses and makes conclusions on the following
three topics - transmission of Japanese folk songs, the role of the Japanese Folk
Song & Dance Foundation and the development of folk songs and dance, and
the results of urgent investigation of Japanese folk songs in different
prefectures.
1. When songs are handed down, the singer's thoughts and feelings are greatly

reflected onto the songs, which are intangible in nature. The singer's
intention toward the songs determines the way they are sung.

2. It is the performer that gives expression to folk songs, but it is the
organization that provides support and enables the performer to make
adjustments so that the songs will be accepted by the people. The ideals that
led to the establishment of such organizations form the foundation for their
activities that have continued till now. Thus the activities of these
organizations must be taken into account in studying “folk songs.”

3. Sound is indispensable in the transmission of folk songs. Although efforts are
made to collect sounds, store recorded sounds and replay them, a great
amount of recorded data collected throughout Japan in the past 10 to 20
years have been left untouched and some of the tapes are in the process of
deteriorating. Thus, measures should be taken to protect them. To this
purpose, the author suggests returning them to their respective prefectures
and making efforts to replay them, supporting these activities with financial
subsidies, or entrusting them to related academic associations.



107 『芸能の科学』29 補遺　添付資料

『伝承用マニュアルⅠ－青森県三八・上北地方の民俗芸能－』（H10）による。
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109 『芸能の科学』29 補遺　添付資料

譜例７
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譜例６

『東北民謡集 青森県』（S31）による。



111 『芸能の科学』29 補遺　添付資料

譜例５

添付資料一覧

譜例１　沼崎念仏鶏舞「通り」

小野寺節子『青森県史民俗編　資料南部』（平成13年）

譜例２　沼崎念仏鶏舞「三国一」

小野寺節子『青森県史民俗編　資料南部』（平成13年）

譜例３　沼崎念仏鶏舞「南無仏」

小野寺節子『青森県史民俗編　資料南部』（平成13年）

譜例４　下田町本村鶏舞仏壇念仏「七月」と「ヒキハ」

小野寺節子『青森県史民俗編　資料南部』（平成13年）

譜例５　鶏舞（一本扇子） 『日本民謡大観　東北篇』（昭和27年）

譜例６　鶏舞“一本扇子” 『東北民謡集　青森県』（昭和31年）

譜例７　金ヶ沢鶏舞　　　　佐々木孝男『伝承用マニュアルⅠ』（平成11年）

『日本民謡大観 東北篇』（S27）による。
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・平成10年８月13日、下田本社正福寺にて収録の音源により採譜。



113 『芸能の科学』29 補遺　添付資料

譜例４
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譜例３

・平成10年８月13日、上北町沼崎本村共同墓地内にて収録した音源により採譜。



115 『芸能の科学』29 補遺　添付資料

譜例２

・平成10年８月13日、上北町沼崎本村共同墓地内にて収録した音源により採譜。
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譜例１

・平成10年８月13日、上北町沼崎本村共同墓地内にて収録した音源により採譜。

以下の譜例は下記論文の添付資料であるが、編集中に欠落した。お詫びす

るとともにあらためてここに収録するものである。（編集担当）

『芸能の科学』29 所載
「民俗芸能のマニュアル作成における成果と課題
－青森県の『伝承マニュアル』を例に－」添付資料

小野寺　節　子

例　　言

譜例は、１～４は筆者作成の譜例であるが、５は『日本民謡大観　東北篇』、

６は『東北民謡集　青森県』、７は佐々木孝男氏作成譜例（『伝承用マニュア

ルⅠ』）を転載させていただいた。


